
『
農
場
の
衛
生
管
理
』

「
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
」
は
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
、
時

に
は
農
場
に
大
き
な
損
害
を
与
え
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
病
原
体
か
ら
の

汚
染
リ
ス
ク
を
低
く
抑
え
る
最
善
の

手
段
は
日
常
の
衛
生
管
理
に
あ
り
ま

す
。今

回
は
農
場
内
の
衛
生
対
策
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一

日
常
の
清
掃
で

消
毒
効
果
を
高
め
よ
う

一
般
的
に
は
消
毒
薬
の
効
力
は
有

機
物
の
混
入
で
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

消
毒
場
所
が
汚
れ
て
い
る
と
、
せ

っ
か
く
の
消
毒
薬
も
役
に
立
ち
ま
せ

ん
。
消
毒
は
牛
舎
の
ホ
コ
リ
や
糞
な

ど
を
清
掃
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

二

消
毒
薬
を
使
い
分
け
る

「
う
ち
は
消
毒
薬
ち
ゃ
ん
と
使
っ

て
い
る
か
ら
安
心
ヨ
」
と
思
っ
て
い

て
も
、
使
用
場
所
や
菌
の
種
類
に
よ

っ
て
は
思
っ
た
よ
う
な
効
果
が
得
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
す
る
消
毒
薬
の
特
性
を
知
り

ま
し
ょ
う
。

特
に
、
ヨ
ー
ネ
菌
は
細
胞
膜
が
厚

い
脂
質
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
効

果
が
あ
る
の
は
石
灰
と
塩
素
系
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

三

衛
生
管
理
の
事
例

衛
生
管
理
の
取
組
を
写
真
で
紹
介

い
た
し
ま
す
。

農場出入り口に消石灰
車のタイヤ径分の長さ＋α(概ね 3m 程
度)敷くと効果的

牛舎入り口に消毒槽
消毒槽の他に、汚れを落とす水洗槽

をもうけ消毒効果を UP野生動物の侵入防止
牛舎の開口部にネット設置

などで侵入を防ごう

そ
の
他
に
、
糞
尿
を
飼
槽
側
に
持

ち
込
ま
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い

も
衛
生
管
理
に
は
大
切
な
事
で
す
。

(

平
成
二
七
年
九
月
執
筆)

牛の口に触れるものを
キレイに

ウオーターカップの洗浄・

消毒も忘れすに！

換気を良く
牛舎内の湿気やホコリを追い

出し、乾燥させる事で、雑菌

の増殖をシャットアウト

通路の消毒
通路には消石灰の散布が効果

的です

釧路農業改良普及センター 釧路中西部支所

表-１　消毒薬の効果

一般細菌
サルモネラ菌

ヨーネ菌 特徴

逆性
石けん
※

◎ ×　
一部の細菌やウイルスに効果が無いが、
毒性、刺激性、腐食性低く比較的安全性
が高い。高温で効力有り

塩素系 ◎ ◎※※
刺激性と腐食性が有り高温で塩素が減少
し効力が落ちる

消石灰 ◎ ◎　
有機物の影響を受けにくいが、肌に触れ
て炎症を起こすことがある

◎効果有り、×効果なし　
　※パコマやクリアキルなどは逆性石鹸になります　　　　　　　　　　　

※※有効塩素濃度の高いスミクロールやクレンテなどが利用されています

消
毒
ポ
イ
ン
ト

・
人
・
車
が
通
る
場
所

農
場
や
牛
舎
の
出
入
口
な
ど

・
牛
が
通
る
場
所

通
路
、
牛
床
な
ど

・
牛
の
口
に
触
れ
る
物

飼
槽
、
給
水
器
、
器
具
類
な
ど


